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双胎双胎双胎双胎

図１．図１．図１．図１．1111卵性双生児の胎盤・羊膜・絨毛膜．卵性双生児の胎盤・羊膜・絨毛膜．卵性双生児の胎盤・羊膜・絨毛膜．卵性双生児の胎盤・羊膜・絨毛膜．

A.A.A.A. 2222羊膜羊膜羊膜羊膜 2222絨毛膜性双胎胎盤。絨毛膜性双胎胎盤。絨毛膜性双胎胎盤。絨毛膜性双胎胎盤。受精後３日以内で分離、２個の胚盤胞が分離して着床受精後３日以内で分離、２個の胚盤胞が分離して着床受精後３日以内で分離、２個の胚盤胞が分離して着床受精後３日以内で分離、２個の胚盤胞が分離して着床

BBBB.... 〃〃〃〃 癒合双胎胎盤。癒合双胎胎盤。癒合双胎胎盤。癒合双胎胎盤。 〃〃〃〃 〃〃〃〃 密接密接密接密接 〃〃〃〃

C.C.C.C. 2222羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。受精後受精後受精後受精後 4444~~~~7777日で内部細胞塊が２群に分離日で内部細胞塊が２群に分離日で内部細胞塊が２群に分離日で内部細胞塊が２群に分離

D.D.D.D. 1111羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。羊膜１絨毛膜性双胎胎盤。受精後８日以上で胚盤が２群に分離受精後８日以上で胚盤が２群に分離受精後８日以上で胚盤が２群に分離受精後８日以上で胚盤が２群に分離

１．１卵性か２卵性か１．１卵性か２卵性か１．１卵性か２卵性か１．１卵性か２卵性か

超音波所見で卵性を判定する方法を示します超音波所見で卵性を判定する方法を示します超音波所見で卵性を判定する方法を示します超音波所見で卵性を判定する方法を示します（（（（表表表表

１１１１））））。胎盤が一つなら１卵性、二つなら２卵性と判。胎盤が一つなら１卵性、二つなら２卵性と判。胎盤が一つなら１卵性、二つなら２卵性と判。胎盤が一つなら１卵性、二つなら２卵性と判

断するのは誤りです（前図断するのは誤りです（前図断するのは誤りです（前図断するのは誤りです（前図））））。１絨毛膜性なら１卵。１絨毛膜性なら１卵。１絨毛膜性なら１卵。１絨毛膜性なら１卵

性双胎性双胎性双胎性双胎、、、、胎児の性別が違えば２卵性です胎児の性別が違えば２卵性です胎児の性別が違えば２卵性です胎児の性別が違えば２卵性です。。。。２絨毛膜２絨毛膜２絨毛膜２絨毛膜

性で胎児の性別が同じなら性で胎児の性別が同じなら性で胎児の性別が同じなら性で胎児の性別が同じなら、、、、１卵性１卵性１卵性１卵性・・・・２卵性の双方２卵性の双方２卵性の双方２卵性の双方

の可能性がありますの可能性がありますの可能性がありますの可能性があります。。。。胎盤が癒合して一つに見えて胎盤が癒合して一つに見えて胎盤が癒合して一つに見えて胎盤が癒合して一つに見えて

も二つに分かれていても同じです。言い換えるとも二つに分かれていても同じです。言い換えるとも二つに分かれていても同じです。言い換えるとも二つに分かれていても同じです。言い換えると、、、、

卵性を判定できないのは２絨毛膜性双胎で胎児の卵性を判定できないのは２絨毛膜性双胎で胎児の卵性を判定できないのは２絨毛膜性双胎で胎児の卵性を判定できないのは２絨毛膜性双胎で胎児の

性別が同じときだけです。性別が同じときだけです。性別が同じときだけです。性別が同じときだけです。

わが国では１卵性双胎がわが国では１卵性双胎がわが国では１卵性双胎がわが国では１卵性双胎が 67%67%67%67%、２卵性双胎が、２卵性双胎が、２卵性双胎が、２卵性双胎が 33%33%33%33%

ですがですがですがですが、、、、排卵誘発剤の使用排卵誘発剤の使用排卵誘発剤の使用排卵誘発剤の使用・・・・体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の

増加に伴い２卵性双胎（多胎）が増えています増加に伴い２卵性双胎（多胎）が増えています増加に伴い２卵性双胎（多胎）が増えています増加に伴い２卵性双胎（多胎）が増えています。。。。双双双双

胎胎胎胎（（（（多胎多胎多胎多胎））））では排卵誘発剤の使用では排卵誘発剤の使用では排卵誘発剤の使用では排卵誘発剤の使用・・・・体外受精による体外受精による体外受精による体外受精による

妊娠の可能性を必ず問診すべきです。妊娠の可能性を必ず問診すべきです。妊娠の可能性を必ず問診すべきです。妊娠の可能性を必ず問診すべきです。
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表１．超音波所見と絨毛膜の数表１．超音波所見と絨毛膜の数表１．超音波所見と絨毛膜の数表１．超音波所見と絨毛膜の数

１絨毛膜性１絨毛膜性１絨毛膜性１絨毛膜性 cccc（確率）（確率）（確率）（確率） ２絨毛膜性（確率）２絨毛膜性（確率）２絨毛膜性（確率）２絨毛膜性（確率）

胎盤胎盤胎盤胎盤 一つ一つ一つ一つ （（（（42%42%42%42%）））） 分離分離分離分離 (97.7%)(97.7%)(97.7%)(97.7%)

胎児の性別胎児の性別胎児の性別胎児の性別 aaaa 同じ同じ同じ同じ （（（（40%40%40%40%）））） 違う違う違う違う (100%)(100%)(100%)(100%)

隔壁の膜隔壁の膜隔壁の膜隔壁の膜 なしなしなしなし （（（（100%100%100%100%））））

隔膜の層の数隔膜の層の数隔膜の層の数隔膜の層の数 2222層層層層 （（（（94.4%94.4%94.4%94.4%）））） ４層４層４層４層 (100%)(100%)(100%)(100%)

隔膜の厚さ隔膜の厚さ隔膜の厚さ隔膜の厚さ <2<2<2<2 mmmmmmmm （（（（82828282––––39%39%39%39%）））） >2>2>2>2 mmmmmmmm (95%)(95%)(95%)(95%)

TwinTwinTwinTwin peakpeakpeakpeak signsignsignsign bbbb 陰性陰性陰性陰性 （（（（44%44%44%44%）））） 陽性陽性陽性陽性 (97.3%)(97.3%)(97.3%)(97.3%)

総合判定総合判定総合判定総合判定 92%92%92%92% 97%97%97%97%

aaaa第二三半期早期に女性外性器を指標として決定できる。第二三半期早期に女性外性器を指標として決定できる。第二三半期早期に女性外性器を指標として決定できる。第二三半期早期に女性外性器を指標として決定できる。

bbbb双胎胎児を隔てる２層の絨毛膜の間に楔状に絨毛がある状態。繁生絨毛膜の存在を示す。双胎胎児を隔てる２層の絨毛膜の間に楔状に絨毛がある状態。繁生絨毛膜の存在を示す。双胎胎児を隔てる２層の絨毛膜の間に楔状に絨毛がある状態。繁生絨毛膜の存在を示す。双胎胎児を隔てる２層の絨毛膜の間に楔状に絨毛がある状態。繁生絨毛膜の存在を示す。

妊娠妊娠妊娠妊娠 14141414週以前に認められる。週以前に認められる。週以前に認められる。週以前に認められる。

cccc1111絨毛膜性双胎で卵黄嚢が二つなら２羊膜性、一つなら１羊膜性。妊娠８週以前の卵性絨毛膜性双胎で卵黄嚢が二つなら２羊膜性、一つなら１羊膜性。妊娠８週以前の卵性絨毛膜性双胎で卵黄嚢が二つなら２羊膜性、一つなら１羊膜性。妊娠８週以前の卵性絨毛膜性双胎で卵黄嚢が二つなら２羊膜性、一つなら１羊膜性。妊娠８週以前の卵性

診断に有用。診断に有用。診断に有用。診断に有用。

表２．１卵性双胎の分離時期表２．１卵性双胎の分離時期表２．１卵性双胎の分離時期表２．１卵性双胎の分離時期

胎児膜の状態胎児膜の状態胎児膜の状態胎児膜の状態 分離時期分離時期分離時期分離時期 ((((日）日）日）日） 頻度頻度頻度頻度((((%%%%））））

２羊膜２絨毛膜２羊膜２絨毛膜２羊膜２絨毛膜２羊膜２絨毛膜 ＜３＜３＜３＜３ 25252525

２羊膜１絨毛膜２羊膜１絨毛膜２羊膜１絨毛膜２羊膜１絨毛膜 4444－－－－7777 75757575

１羊膜１絨毛膜１羊膜１絨毛膜１羊膜１絨毛膜１羊膜１絨毛膜 ８８８８ <1<1<1<1

２．双胎の羊水染色体分析２．双胎の羊水染色体分析２．双胎の羊水染色体分析２．双胎の羊水染色体分析

１１１１））））２羊膜１絨毛膜性双胎は１卵性で双方が同じ２羊膜１絨毛膜性双胎は１卵性で双方が同じ２羊膜１絨毛膜性双胎は１卵性で双方が同じ２羊膜１絨毛膜性双胎は１卵性で双方が同じ

核型なので核型なので核型なので核型なので、、、、核型判定が目的なら片方の羊水を分析核型判定が目的なら片方の羊水を分析核型判定が目的なら片方の羊水を分析核型判定が目的なら片方の羊水を分析

するだけで充分です。１卵性双胎で双胎の片方がするだけで充分です。１卵性双胎で双胎の片方がするだけで充分です。１卵性双胎で双胎の片方がするだけで充分です。１卵性双胎で双胎の片方が

46,X46,X46,X46,XXXXXまたまたまたまたはははは 46,X46,X46,X46,XYYYYで他方で他方で他方で他方がががが 45,45,45,45,XXXXのことがありますのことがありますのことがありますのことがあります

が、まれです。が、まれです。が、まれです。が、まれです。XXXX連鎖性遺伝病ヘテロ接合体女性の連鎖性遺伝病ヘテロ接合体女性の連鎖性遺伝病ヘテロ接合体女性の連鎖性遺伝病ヘテロ接合体女性の

１卵性双胎で、１卵性双胎で、１卵性双胎で、１卵性双胎で、XXXX不活性化の態度が異なるために片不活性化の態度が異なるために片不活性化の態度が異なるために片不活性化の態度が異なるために片

方のみが発病することがあります。方のみが発病することがあります。方のみが発病することがあります。方のみが発病することがあります。

２）２羊膜２絨毛膜性双胎では二つの羊膜腔を２）２羊膜２絨毛膜性双胎では二つの羊膜腔を２）２羊膜２絨毛膜性双胎では二つの羊膜腔を２）２羊膜２絨毛膜性双胎では二つの羊膜腔を

別々に穿刺し別々に穿刺し別々に穿刺し別々に穿刺し、、、、別々に染色体分析するのが基本です。別々に染色体分析するのが基本です。別々に染色体分析するのが基本です。別々に染色体分析するのが基本です。

以前は同じ羊膜腔を二回穿刺するのを避ける目的以前は同じ羊膜腔を二回穿刺するのを避ける目的以前は同じ羊膜腔を二回穿刺するのを避ける目的以前は同じ羊膜腔を二回穿刺するのを避ける目的

で羊水採取後に染色液を注入しましたがで羊水採取後に染色液を注入しましたがで羊水採取後に染色液を注入しましたがで羊水採取後に染色液を注入しましたが、、、、胎児死亡胎児死亡胎児死亡胎児死亡

事故があってからはこの方法は用いられなくなり事故があってからはこの方法は用いられなくなり事故があってからはこの方法は用いられなくなり事故があってからはこの方法は用いられなくなり

ました（ました（ました（ました（KiddKiddKiddKidd etetetet al.,al.,al.,al., 1996199619961996））））。一つの穿刺孔を経由。一つの穿刺孔を経由。一つの穿刺孔を経由。一つの穿刺孔を経由

して胎して胎して胎して胎児児児児 AAAAの羊水を採取した後に隔膜を経由して胎の羊水を採取した後に隔膜を経由して胎の羊水を採取した後に隔膜を経由して胎の羊水を採取した後に隔膜を経由して胎

児児児児 BBBBの羊膜腔に至り羊水を採取する方法もありますの羊膜腔に至り羊水を採取する方法もありますの羊膜腔に至り羊水を採取する方法もありますの羊膜腔に至り羊水を採取する方法もあります

がががが、、、、隔膜を破壊する恐れがあります隔膜を破壊する恐れがあります隔膜を破壊する恐れがあります隔膜を破壊する恐れがあります。。。。熟練した医師熟練した医師熟練した医師熟練した医師

がががが AAAA・・・・ BBBB別々の穿刺孔から羊水を採取すれば別々の穿刺孔から羊水を採取すれば別々の穿刺孔から羊水を採取すれば別々の穿刺孔から羊水を採取すれば、、、、混同混同混同混同

する恐れはまずありません。する恐れはまずありません。する恐れはまずありません。する恐れはまずありません。

３３３３））））「全奇胎と正常妊娠」の組み合わせの双胎で「全奇胎と正常妊娠」の組み合わせの双胎で「全奇胎と正常妊娠」の組み合わせの双胎で「全奇胎と正常妊娠」の組み合わせの双胎で

正常妊娠の羊水染色体分析をする機会が増えてい正常妊娠の羊水染色体分析をする機会が増えてい正常妊娠の羊水染色体分析をする機会が増えてい正常妊娠の羊水染色体分析をする機会が増えてい

ますますますます。。。。「部分奇胎と正常絨毛」の組み合わせで双方「部分奇胎と正常絨毛」の組み合わせで双方「部分奇胎と正常絨毛」の組み合わせで双方「部分奇胎と正常絨毛」の組み合わせで双方

の羊水分析をする機会も増えていますの羊水分析をする機会も増えていますの羊水分析をする機会も増えていますの羊水分析をする機会も増えています。。。。排卵誘発と排卵誘発と排卵誘発と排卵誘発と

体外受精による妊娠の増加を反映したものです体外受精による妊娠の増加を反映したものです体外受精による妊娠の増加を反映したものです体外受精による妊娠の増加を反映したものです。。。。排排排排

卵誘発による妊娠の９卵誘発による妊娠の９卵誘発による妊娠の９卵誘発による妊娠の９%%%%、、、、体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の体外受精による妊娠の 25%25%25%25%

が双胎ですが双胎ですが双胎ですが双胎です。。。。わが国のみならず先進国に共通の現象わが国のみならず先進国に共通の現象わが国のみならず先進国に共通の現象わが国のみならず先進国に共通の現象

でででで、、、、フランスでは双胎のうち排卵誘発によるものフランスでは双胎のうち排卵誘発によるものフランスでは双胎のうち排卵誘発によるものフランスでは双胎のうち排卵誘発によるものがががが

63%63%63%63%（排卵誘発後の自然妊娠が（排卵誘発後の自然妊娠が（排卵誘発後の自然妊娠が（排卵誘発後の自然妊娠が 43.5%43.5%43.5%43.5%、体外受精が、体外受精が、体外受精が、体外受精が

19.5%19.5%19.5%19.5%）です（）です（）です（）です（BlondelBlondelBlondelBlondel etetetet al.,al.,al.,al., 1996199619961996））））。。。。

３．双胎胎盤の肉眼的所見３．双胎胎盤の肉眼的所見３．双胎胎盤の肉眼的所見３．双胎胎盤の肉眼的所見

娩出した胎盤で１卵性娩出した胎盤で１卵性娩出した胎盤で１卵性娩出した胎盤で１卵性・・・・２卵性を判定するには肉２卵性を判定するには肉２卵性を判定するには肉２卵性を判定するには肉

眼的判定によります眼的判定によります眼的判定によります眼的判定によります。。。。胎盤をプラスチックの袋に入胎盤をプラスチックの袋に入胎盤をプラスチックの袋に入胎盤をプラスチックの袋に入

れ、れ、れ、れ、RingerRingerRingerRinger 氏液か生食で血液を洗い流し、氏液か生食で血液を洗い流し、氏液か生食で血液を洗い流し、氏液か生食で血液を洗い流し、RingerRingerRingerRinger

氏液氏液氏液氏液（（（（生食生食生食生食））））の入った容器に移して二つの臍帯を隔の入った容器に移して二つの臍帯を隔の入った容器に移して二つの臍帯を隔の入った容器に移して二つの臍帯を隔

てる隔膜の厚さを透かして観察しますてる隔膜の厚さを透かして観察しますてる隔膜の厚さを透かして観察しますてる隔膜の厚さを透かして観察します。。。。二つの臍帯二つの臍帯二つの臍帯二つの臍帯

の間に隔膜がなければ１羊膜１絨毛膜性双胎での間に隔膜がなければ１羊膜１絨毛膜性双胎での間に隔膜がなければ１羊膜１絨毛膜性双胎での間に隔膜がなければ１羊膜１絨毛膜性双胎で、、、、１１１１

卵性です卵性です卵性です卵性です。。。。隔膜が薄く半透明なら二枚の羊膜から成隔膜が薄く半透明なら二枚の羊膜から成隔膜が薄く半透明なら二枚の羊膜から成隔膜が薄く半透明なら二枚の羊膜から成

りりりり、、、、２羊膜１絨毛膜性双胎で１卵性です２羊膜１絨毛膜性双胎で１卵性です２羊膜１絨毛膜性双胎で１卵性です２羊膜１絨毛膜性双胎で１卵性です。。。。厚ければ厚ければ厚ければ厚ければ

２枚の羊膜と２枚の絨毛膜から成り２枚の羊膜と２枚の絨毛膜から成り２枚の羊膜と２枚の絨毛膜から成り２枚の羊膜と２枚の絨毛膜から成り、、、、２羊膜２絨毛２羊膜２絨毛２羊膜２絨毛２羊膜２絨毛
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膜性双胎で膜性双胎で膜性双胎で膜性双胎で、、、、双生児の性別が同じなら１卵性双生児の性別が同じなら１卵性双生児の性別が同じなら１卵性双生児の性別が同じなら１卵性・・・・２卵２卵２卵２卵 性の両方の可能性があります。性の両方の可能性があります。性の両方の可能性があります。性の両方の可能性があります。

２羊膜１絨毛膜性双胎（１卵性）２羊膜１絨毛膜性双胎（１卵性）２羊膜１絨毛膜性双胎（１卵性）２羊膜１絨毛膜性双胎（１卵性） ２羊膜２絨毛膜性双胎（１卵性・２卵性）２羊膜２絨毛膜性双胎（１卵性・２卵性）２羊膜２絨毛膜性双胎（１卵性・２卵性）２羊膜２絨毛膜性双胎（１卵性・２卵性）

図２．双胎胎盤の隔膜の違いによる卵性診断．図２．双胎胎盤の隔膜の違いによる卵性診断．図２．双胎胎盤の隔膜の違いによる卵性診断．図２．双胎胎盤の隔膜の違いによる卵性診断．

４．双胎間輸血症候群（４．双胎間輸血症候群（４．双胎間輸血症候群（４．双胎間輸血症候群（twin-to-twintwin-to-twintwin-to-twintwin-to-twin transfusiontransfusiontransfusiontransfusion

syndromesyndromesyndromesyndrome））））

１絨毛膜性１卵性双胎では、その１絨毛膜性１卵性双胎では、その１絨毛膜性１卵性双胎では、その１絨毛膜性１卵性双胎では、その 90%90%90%90%に胎盤血管に胎盤血管に胎盤血管に胎盤血管

吻合を通じて胎児循環の交通があります吻合を通じて胎児循環の交通があります吻合を通じて胎児循環の交通があります吻合を通じて胎児循環の交通があります。。。。動脈－動動脈－動動脈－動動脈－動

脈脈脈脈、、、、静脈静脈静脈静脈――――静脈静脈静脈静脈、、、、動脈－静脈の３種類がありますが動脈－静脈の３種類がありますが動脈－静脈の３種類がありますが動脈－静脈の３種類がありますが、、、、

動脈－静脈吻合では動脈側から静脈側に血液が流動脈－静脈吻合では動脈側から静脈側に血液が流動脈－静脈吻合では動脈側から静脈側に血液が流動脈－静脈吻合では動脈側から静脈側に血液が流

れるために動脈側の胎児は小さくれるために動脈側の胎児は小さくれるために動脈側の胎児は小さくれるために動脈側の胎児は小さく、、、、貧血貧血貧血貧血、、、、栄養不良栄養不良栄養不良栄養不良、、、、

羊水過少羊水過少羊水過少羊水過少、、、、小心臓症がみられます小心臓症がみられます小心臓症がみられます小心臓症がみられます。。。。静脈側胎児は体静脈側胎児は体静脈側胎児は体静脈側胎児は体

格が大格が大格が大格が大、、、、多血症多血症多血症多血症、、、、栄養良好栄養良好栄養良好栄養良好、、、、羊水過多羊水過多羊水過多羊水過多、、、、心肥大を来心肥大を来心肥大を来心肥大を来

たしますたしますたしますたします。。。。双胎間輸血症候群であれば双胎間輸血症候群であれば双胎間輸血症候群であれば双胎間輸血症候群であれば、、、、１卵性双胎１卵性双胎１卵性双胎１卵性双胎

と考えてまず差し支えありませんと考えてまず差し支えありませんと考えてまず差し支えありませんと考えてまず差し支えありません。。。。胎児鏡下胎盤吻胎児鏡下胎盤吻胎児鏡下胎盤吻胎児鏡下胎盤吻

合血管レーザー凝固術で治療します。合血管レーザー凝固術で治療します。合血管レーザー凝固術で治療します。合血管レーザー凝固術で治療します。

５．生殖補助技術（５．生殖補助技術（５．生殖補助技術（５．生殖補助技術（ARTARTARTART）による１絨毛膜性異性双）による１絨毛膜性異性双）による１絨毛膜性異性双）による１絨毛膜性異性双

胎胎胎胎

ARTARTARTART後に複数の受精卵を子宮内に移入したら１絨後に複数の受精卵を子宮内に移入したら１絨後に複数の受精卵を子宮内に移入したら１絨後に複数の受精卵を子宮内に移入したら１絨

毛膜性２羊膜性異性双生児が生まれたことがアメ毛膜性２羊膜性異性双生児が生まれたことがアメ毛膜性２羊膜性異性双生児が生まれたことがアメ毛膜性２羊膜性異性双生児が生まれたことがアメ

リカから報告されリカから報告されリカから報告されリカから報告され、、、、日本でも５組の１絨毛膜性２羊日本でも５組の１絨毛膜性２羊日本でも５組の１絨毛膜性２羊日本でも５組の１絨毛膜性２羊

膜性異性双生児が生まれました（膜性異性双生児が生まれました（膜性異性双生児が生まれました（膜性異性双生児が生まれました（ Redline,Redline,Redline,Redline, 2003;2003;2003;2003;

SouterSouterSouterSouter etetetet al.,al.,al.,al., 2003;2003;2003;2003; MiuraMiuraMiuraMiura andandandand Niikawa,Niikawa,Niikawa,Niikawa, 2005200520052005））））。。。。

子宮内に移入した受精卵は将来胎児になる細胞群子宮内に移入した受精卵は将来胎児になる細胞群子宮内に移入した受精卵は将来胎児になる細胞群子宮内に移入した受精卵は将来胎児になる細胞群

が既に分化しが既に分化しが既に分化しが既に分化し、、、、胎盤を形成する細胞群は分化してい胎盤を形成する細胞群は分化してい胎盤を形成する細胞群は分化してい胎盤を形成する細胞群は分化してい

なかったのでなかったのでなかったのでなかったので、、、、胎児は互いに独立して発生し胎盤は胎児は互いに独立して発生し胎盤は胎児は互いに独立して発生し胎盤は胎児は互いに独立して発生し胎盤は

吻合して一つになったものと思われます吻合して一つになったものと思われます吻合して一つになったものと思われます吻合して一つになったものと思われます。。。。胎盤では胎盤では胎盤では胎盤では

血管の癒合があり血管の癒合があり血管の癒合があり血管の癒合があり、、、、双胎間輸血症候群の症状を示し双胎間輸血症候群の症状を示し双胎間輸血症候群の症状を示し双胎間輸血症候群の症状を示し

た組もありますた組もありますた組もありますた組もあります。。。。双生児のリンパ球は双生児のリンパ球は双生児のリンパ球は双生児のリンパ球は 46,XX46,XX46,XX46,XX細胞細胞細胞細胞とととと

46,XY46,XY46,XY46,XY細胞が混じっていますが、皮膚培養線維芽細細胞が混じっていますが、皮膚培養線維芽細細胞が混じっていますが、皮膚培養線維芽細細胞が混じっていますが、皮膚培養線維芽細

胞では混じっていません。胞では混じっていません。胞では混じっていません。胞では混じっていません。

ARTARTARTARTとしては体外受精としては体外受精としては体外受精としては体外受精----胚移植（胚移植（胚移植（胚移植（IVF-ETIVF-ETIVF-ETIVF-ET））））・過排卵・過排卵・過排卵・過排卵

＋子宮内受精＋子宮内受精＋子宮内受精＋子宮内受精・・・・卵細胞内精子注入卵細胞内精子注入卵細胞内精子注入卵細胞内精子注入（（（（ICSIICSIICSIICSI））））が用いらが用いらが用いらが用いら

れていてれていてれていてれていて、、、、いずれも複数の受精卵が近接して着床しいずれも複数の受精卵が近接して着床しいずれも複数の受精卵が近接して着床しいずれも複数の受精卵が近接して着床し

たものと思われます。たものと思われます。たものと思われます。たものと思われます。

症例：三倍体症例：三倍体症例：三倍体症例：三倍体////二倍体の双胎二倍体の双胎二倍体の双胎二倍体の双胎

妊娠妊娠妊娠妊娠 26262626週で双胎週で双胎週で双胎週で双胎、、、、前置胎盤前置胎盤前置胎盤前置胎盤、、、、羊水過多で大学産婦羊水過多で大学産婦羊水過多で大学産婦羊水過多で大学産婦

人科に紹介されました人科に紹介されました人科に紹介されました人科に紹介されました。。。。自然妊娠です自然妊娠です自然妊娠です自然妊娠です。。。。超音波検査超音波検査超音波検査超音波検査

で２絨毛膜性双胎で２絨毛膜性双胎で２絨毛膜性双胎で２絨毛膜性双胎。。。。胎盤は二つあり胎盤は二つあり胎盤は二つあり胎盤は二つあり、、、、どちらも絨毛どちらも絨毛どちらも絨毛どちらも絨毛

は腫脹していません。胎児の片方（は腫脹していません。胎児の片方（は腫脹していません。胎児の片方（は腫脹していません。胎児の片方（AAAA）は週齢に比）は週齢に比）は週齢に比）は週齢に比

べて小さくべて小さくべて小さくべて小さく、、、、頭が大きく頭が大きく頭が大きく頭が大きく、、、、羊水過多羊水過多羊水過多羊水過多、、、、口蓋裂を伴い口蓋裂を伴い口蓋裂を伴い口蓋裂を伴い

ますますますます。。。。検査のために採取した羊水は胎児検査のために採取した羊水は胎児検査のために採取した羊水は胎児検査のために採取した羊水は胎児 AAAAでは茶褐では茶褐では茶褐では茶褐

色に緑色を帯び色に緑色を帯び色に緑色を帯び色に緑色を帯び、、、、胎児胎児胎児胎児 BBBBでは茶褐色でしたでは茶褐色でしたでは茶褐色でしたでは茶褐色でした。。。。間期間期間期間期核核核核

FISHFISHFISHFISH検査では胎児検査では胎児検査では胎児検査では胎児 AAAAはははは 13131313番・番・番・番・ 18181818番・番・番・番・ 21212121番染色体番染色体番染色体番染色体

プローブの蛍光は何れも三つあり、プローブの蛍光は何れも三つあり、プローブの蛍光は何れも三つあり、プローブの蛍光は何れも三つあり、XXXXは二つ、Ｙはは二つ、Ｙはは二つ、Ｙはは二つ、Ｙは

一つで、一つで、一つで、一つで、69,XXY69,XXY69,XXY69,XXY核型の三倍体だと推定できます核型の三倍体だと推定できます核型の三倍体だと推定できます核型の三倍体だと推定できます。。。。胎胎胎胎

児の形態と絨毛の腫脹を伴わない児の形態と絨毛の腫脹を伴わない児の形態と絨毛の腫脹を伴わない児の形態と絨毛の腫脹を伴わない（（（（部分奇胎ではな部分奇胎ではな部分奇胎ではな部分奇胎ではな

いいいい））））のでのでのでので、、、、卵の減数分裂の不分離に起因する三倍体卵の減数分裂の不分離に起因する三倍体卵の減数分裂の不分離に起因する三倍体卵の減数分裂の不分離に起因する三倍体

と思われます。胎児と思われます。胎児と思われます。胎児と思われます。胎児 BBBBは間期核は間期核は間期核は間期核 FISHFISHFISHFISH検査で検査で検査で検査で 13131313番番番番・・・・

18181818番番番番・・・・ 21212121番は何れも二つ番は何れも二つ番は何れも二つ番は何れも二つ、、、、XXXX、、、、YYYYは何れも一つなのは何れも一つなのは何れも一つなのは何れも一つなの

で、で、で、で、46,XY46,XY46,XY46,XYと推定されます。この場合は胎児肺の成と推定されます。この場合は胎児肺の成と推定されます。この場合は胎児肺の成と推定されます。この場合は胎児肺の成

熟する熟する熟する熟する 28282828 週まで妊娠を維持し、帝王切開によって週まで妊娠を維持し、帝王切開によって週まで妊娠を維持し、帝王切開によって週まで妊娠を維持し、帝王切開によって

娩出して正常な児を助けるのが適当だと思われま娩出して正常な児を助けるのが適当だと思われま娩出して正常な児を助けるのが適当だと思われま娩出して正常な児を助けるのが適当だと思われま

す。す。す。す。
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